
ワンストップサービスの登場

T-Kernel 2.0の開発が、公開に向

け て 着 々 と 進 ん で い る。 こ の

T-Kernel 2.0 に加えて、新たに「ワ

ンストップサービス」も登場する。

これは、T-Kernel 2.0のOS本体だけ

でなく、デバイスドライバや開発環

境など、OS 周辺のソフトウェアも

オープンソースとしてワンパッケー

ジ化して提供するサービスである。

イーソルは、T-Engine フォーラ

ムのT-Kernel 2.0ワーキンググルー

プで幹事メンバーとして、T-Kernel 

2.0の仕様策定と開発に一貫して携

わってきた。そして2010年10月、

「アプリ開発者がすぐに使える」を

キャッチフレーズとする新ソフト

ウェアプラットフォーム「eT-Kernel 

SDK」 を 発 表 し た。 こ れ は、

T-Kernel 2.0の新機能を取り入れる

とともに、ワンストップサービスと

同じ方向性を目指した製品である。

アプリ開発者が悩む選択

コンシューマ向け機器をはじめと

する組込みシステムには、グラフィ

クス、オーディオ、ネットワーク、

ファイルシステムなど多くの機能が

標準で搭載されることが多く、開発

規模は数十人月から数千人月クラス

にまで膨らんでいる。

こうした大規模開発を始める前に

は、プロトタイプ開発を行い、商品

コンセプトの実現可能性や商品価値

の事前評価を行うのが一般的であ

る。 そ の 際、 採 用 す る OS は、 μ

ITRON や T-Kernel に代表されるリ

アルタイム OS か、あるいは組込み

向けの汎用 OS という 2 つの選択肢

がある。だが、それぞれ次のような

課題があり、アプリ開発者は選択に

悩む。

●リアルタイムOSの場合
T-Kernelは、優れたリアルタイム

性能と信頼性に加え、システム仕様

に合わせて細かな設定ができる柔軟

性を持つ。だが、各種ミドルウェア

やドライバと統合し、機能と性能の

トレードオフを図りながら細かく設

定して環境を立ち上げるまでには、

相当な時間がかかるため、特に時間

と予算が限られたプロトタイプ開発

ではT-Kernelを採用しにくい。また、

T-Kernel上で動作するオープンソー

スのミドルウェア資産はあまり豊富

ではない。

●汎用OSの場合
一方、LinuxやWindowsなどの汎

用 OS は、統合済みの評価環境が安

価に入手できるため、効率的なプロ

トタイピングが容易である。

しかし、元来 PC やサーバ向けに

開発された汎用 OS は、CPU やメモ

リの効率やリアルタイム性といった

組込み製品特有の品質や性能確保の

点で課題を残す。

絵、音、ファイル、ネットワークが
すぐに使える「eT-Kernel SDK」

この両者の課題解決を目的として開

発したのが、「eT-Kernel SDK」である。

これは、人工衛星や車載機器など

さまざまな採用実績から高い信頼性

が実証されている「eT-Kernel」を

ベースにして、LinuxやWindowsな

どの汎用 OS と同等のアプリケー

ションフレームワークを構築し、高

い開発効率と表現力を実現したソフ

トウェアプラットフォームである。

eT-Kernel の最上位プロファイル

であるPOSIX 仕様準拠「eT-Kernel/

POSIX」の上に、ノキア社製のUIア

プリケーションフレームワーク Qt

やAdobe Flash Liteなどのグラフィ

クス、オーディオ、ファイル、ネッ

トワーク、Empress社のデータベー

スなどのミドルウェアやドライバお

よび開発ツール「eBinder」を統合

化した（図1）。マルチコア用には、

AMPとSMPをブレンドできる「eT-

Kernel Multi-Core Edition」 を 利 用

できる。T-Kernel、POSIX、Qt など

の各種オープン仕様の採用により、

高い再利用性を実現している。

●QtやFlash Liteで高度なグラフィクス 

eT-Kernel SDK のグラフィクス機

能の中心は、Skype や Google Earth

にも採用されているQtである。

イーソルはSRA 社との協業の下、

Qt に含まれる多くのコンポーネン

トの移植を進めてきた。eT-Kernel/

POSIX の高いリアルタイム性とス

ル ー プ ッ ト に よ り、Qt の 高 い パ

フォーマンスを実現した。Qt を使

うと、3D やアニメーションなど高

度なUIを実現できる（図2）。

同 じ く 統 合 さ れ た Adobe Flash 

Lite を 利 用 す れ ば、PC で 標 準 の

Flash 技術を組込み機器に取り入れ

て、魅力的なGUIの作成が可能であ

る。 さ ら に、Open GL/ES、Open 

VG ドライバも eT-Kernel SDK に統

合した。このため、高度な技術や知

識が必要なグラフィクス系のミドル

ウェアやドライバの移植作業が不要

になる。

●Linux資産を再利用できる
eT-Kernel SDKで採用しているeT-

Kernel/POSIX は、仕様で規定され

たほとんどの約900のPOSIX APIを

サポートし、Linuxとの高い互換性

を実現している。そのため、Linux

の豊富なリソースを eT-Kernel SDK

でも活用できる。当然、T-Kernelベー

スのアプリケーションも同時に動か

せる。

2 種類のパッケージを提供

eT-Kernel SDK は、プロトタイプ

開発に適した低価格の「評価パッ

ケージ」と、量産前のシステム最適

化時に適した「ソースパッケージ」

の2種類を提供する。

●構成済みの「評価パッケージ」
評価パッケージは、ランタイム側の

各種コンポーネントをあらかじめ最適

化した形でコンフィグレーション済み

で、さらにOSブートイメージとライ

ブラリのビルドまで完了している。

そのため、ドキュメントに従って

作業を進めれば、インストールや

ターゲットボードの設定や接続など

一連の環境構築が短時間で完了し、

即座にプロトタイピングに着手でき

る。これが「アプリ開発者がすぐに

使える」とする所以である。ターゲッ

トボードへのロードやデバッグ時に

JTAG ICEは必要ない。

評価パッケージは、他社製ソフト

ウェアの評価ライセンスとサポート

も一本化して提供するため、イーソ

ルによる包括的でスピーディなサ

ポートが受けられる。

●量産品開発には「ソースパッケージ」

一方、量産品開発時には異なる

ハードウェア環境への移植に加え、

メモリ使用量やパフォーマンスの最

適化や信頼性の確保が必要になる。

こうした用途に使うのがソースパッ

ケージである。

これは、開発ツール「eBinder」の

機能を利用することで、eT-Kernel 

SDK のコンポーネントの取り外しや

追加、コンフィグレーションの値の

調節などのシステム最適化が容易に

できる。ソースパッケージは、一部

を除き、ソースコードで提供する。

各ソフトウェアベンダから、ニーズ

に合ったきめ細かいサポートを受け

ることもできる。

●評価パッケージは2011年1Qの予定 

eT-Kernel SDK 評価パッケージの

リリースは、2011 年第 1 四半期を

予定している。

今 後 もイーソル で は、eT-Kernel 

SDK に 統 合 化 する機 能 を 増 やし、

T-Kernel 2.0 の 普及とワンストップ

サービスを強力に推進していく予定で

ある。ぜひ、ご期待いただきたい。

●問い合わせ先
イーソル株式会社

エンベデッドプロダクツ事業部

TEL：03-5302-1360

E-mail：ep-info@esol.co.jp

http://www.esol.co.jp/embedded/
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図 1　グラフィクス、オーディオ、ファイル、ネットワーク機能など
が統合化された eT-Kernel SDK のアーキテクチャ

図 2　Qt で作成した高度なユーザインタフェース
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